
7 2017（平成29年）

国　税／ 6月分源泉所得税の納付 7月10日
国　税／ 納期の特例を受けた源泉所得税（1月～6月

分）の納付 7月10日
国　税／ 所得税予定納税額の減額承認申請 7月18日
国　税／ 所得税予定納税額第1期分の納付 7月31日
国　税／ 5月決算法人の確定申告（法人税・消費税

等）、11月決算法人の中間申告 7月31日
国　税／ 8月、11月、2月決算法人の消費税の中間申告

（年3回の場合） 7月31日
地方税／ 固定資産税（都市計画税）第2期分の納付

 市町村の条例で定める日
労　務／ 社会保険の報酬月額算定基礎届 7月10日
労　務／ 労働保険料（概算・確定）申告書の提出・（全

期・１期分）の納付 7月10日
労　務／ 障害者・高齢者雇用状況報告 7月18日
労　務／ 労働者死傷病報告（4月～6月分） 7月31日

　相続税や贈与税の課税価格計算のための基
礎となる財産の評価方法を定めた行政上の文
書。相続税法では、「財産の価額は取得時の時
価」としていますが、時価を客観的に評価す
ることは難しいことから、納税者間で相続財
産等の評価が異なり不公平にならないよう国
税庁が画一的な評価方法を定めています。

ワンポイント 財産評価基本通達

7 月 の 税 務 と 労 務7月 （文月）JULY
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７月号─2

　
ペ
イ
オ
フ
解
禁
が
さ
れ
た
二
〇
〇

二
年
当
時
で
は
一
千
万
円
ず
つ
預
金

を
分
散
す
る
な
ど
制
度
の
導
入
に
対

し
意
識
が
高
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ

の
意
識
も
薄
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
金

融
機
関
が
破
綻
し
た
場
合
に
備
え
て

改
め
て
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

１
　
預
金
等
の
保
護
の
範
囲

　
万
が
一
、
金
融
機
関
が
破
綻
し
た

場
合
に
、
預
金
保
険
で
保
護
さ
れ
る

預
金
な
ど
の
額
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。

◎
決
済
用
預
金

　
当
座
預
金
、
利
息
の
つ
か
な
い
普

通
預
金
な
ど
決
済
用
預
金
（
①
決
済

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
、
②
預
金

者
が
払
い
戻
し
を
い
つ
で
も
請
求
で

き
る
、
③
利
息
が
つ
か
な
い
、
と
い

う
三
つ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
預

金
）
に
該
当
す
る
も
の
は
、
全
額
保

護
さ
れ
ま
す
。

◎
利
息
の
つ
く
預
金

　
利
息
の
つ
く
普
通
預
金
、
定
期
預

金
、
定
期
積
金
、
掛
金
、
元
本
補
て

ん
契
約
の
あ
る
金
銭
信
託
（
ビ
ッ
グ

な
ど
の
貸
付
信
託
を
含
み
ま
す
）、
金

融
債
（
保
護
預
り
専
用
商
品
に
限
り

ま
す
）
な
ど
は
、
一
金
融
機
関
ご
と

に
合
算
し
て
、
預
金
者
一
単
位
（
法

人
も
一
単
位
）
当
た
り
元
本
一
千
万

円
ま
で
と
破
綻
日
ま
で
の
利
息
等
が

保
護
さ
れ
ま
す
。

　
一
千
万
円
を
超
え
る
部
分
に
つ
い

て
は
、
破
綻
金
融
機
関
の
財
産
の
状

況
に
応
じ
て
支
払
わ
れ
ま
す
。

◎
外
貨
預
金
等

　
外
貨
預
金
、
譲
渡
性
預
金
、
金
融

債
（
募
集
債
及
び
保
護
預
り
契
約
が

終
了
し
た
も
の
）
な
ど
に
つ
い
て
は

一
千
万
円
の
保
護
の
対
象
外
で
あ
り
、

破
綻
金
融
機
関
の
財
産
の
状
況
に
応

じ
て
支
払
わ
れ
ま
す
。

◎
金
融
機
関
が
合
併
等
し
た
場
合

　
金
融
機
関
が
合
併
し
た
り
、
営
業

（
事
業
）
の
全
て
を
譲
り
受
け
た
場
合

に
は
、
そ
の
後
一
年
間
に
限
っ
て
、

保
護
さ
れ
る
預
金
等
金
額
の
範
囲
は
、

全
額
保
護
さ
れ
る
預
金
を
除
き
「
預

金
者
一
人
当
た
り
一
千
万
円
×
合
併

等
に
関
わ
っ
た
金
融
機
関
の
数
」
に

よ
る
金
額
に
な
り
ま
す
（
例
え
ば
、

二
行
合
併
の
場
合
に
は
二
千
万
円
）。

◎
一
部
支
払
い
カ
ッ
ト
も

　
保
険
の
対
象
と
な
る
預
金
等
の
う

ち
決
済
用
預
金
以
外
の
預
金
等
で
元

本
一
千
万
円
を
超
え
る
部
分
及
び
保

険
対
象
外
の
預
金
等
並
び
に
こ
れ
ら

の
利
息
等
に
つ
い
て
は
、
破
綻
金
融

機
関
の
財
産
の
状
況
に
応
じ
、
倒
産

手
続
に
よ
っ
て
弁
済
金
・
配
当
金
と

し
て
支
払
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
た
め
、

一
部
カ
ッ
ト
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

２
　
預
金
保
護
の
仕
組
み

　
金
融
機
関
が
破
綻
し
た
と
き
の
預

金
保
護
の
仕
組
み
と
し
て
は
、
次
の

二
つ
の
方
式
が
あ
り
ま
す
。

⑴
　保
険
金
支
払
方
式

　
預
金
保
険
機
構
が
預
金
者
に
対
し
、

直
接
保
険
金
を
支
払
う
か
た
ち
で
、

預
金
等
の
保
護
を
行
う
方
式
。

⑵
　資
金
援
助
方
式

　
破
綻
金
融
機
関
の
営
業
の
一
部
を

他
の
健
全
な
金
融
機
関
（
救
済
金
融

機
関
）
が
受
け
継
ぎ
、
そ
の
た
め
に

必
要
な
コ
ス
ト
等
を
預
金
保
険
機
構

が
救
済
金
融
機
関
等
に
資
金
援
助
す

る
か
た
ち
で
、
預
金
等
の
保
護
を
行

う
方
式
。

　
ど
ち
ら
の
方
式
で
も
、
預
金
保
険

制
度
に
よ
り
預
金
等
が
保
護
さ
れ
る

範
囲
は
同
じ
で
す
が
、
保
険
金
支
払

方
式
は
、
破
産
手
続
の
併
用
に
よ
り

破
綻
金
融
機
関
の
金
融
機
能
が
停
止

し
清
算
さ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て

い
る
の
に
対
し
て
、
資
金
援
助
方
式

は
、
破
綻
金
融
機
関
の
一
定
の
金
融

機
能
は
救
済
金
融
機
関
に
移
管
さ
れ

維
持
さ
れ
ま
す
。

　
預
金
者
に
直
接
保
険
金
を
支
払
う

場
合
、保
険
金
の
額
を
記
入
し
た「
保

険
金
支
払
通
知
書
」「
保
険
金
支
払
請

〜
金
融
機
関
が
破
綻
し
た
場
合
〜
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求
書
」
が
郵
送
さ
れ
る
た
め
、
預
金

者
は
郵
送
さ
れ
た
書
類
に
基
づ
い
て

保
険
金
の
支
払
い
請
求
を
行
い
ま
す
。

　
預
金
を
設
定
す
る
場
合
、
預
金
保

険
機
構
は
破
綻
し
た
金
融
機
関
以
外

の
金
融
機
関
（
救
済
金
融
機
関
）
に

預
金
を
預
け
入
れ
て
、
預
金
者
に
譲

渡
し
ま
す
。
譲
渡
の
際
に
は
、
新
た

な
預
金
通
帳
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
保
険
金
を
受
け
取
る
に
は
、
公

告
さ
れ
た
支
払
期
間
内
に
支
払
請
求

を
す
る
必
要
が
あ
り
、
請
求
を
行
わ

な
か
っ
た
場
合
、
保
険
金
を
受
け
取

れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。

３
　
預
金
保
険
で
保
護
さ
れ
な
い 

　
　
預
金
等
の
取
扱
い

　
民
事
再
生
法
に
則
っ
て
金
融
機
関

の
破
綻
処
理
が
進
め
ら
れ
、
決
済
用

預
金
以
外
の
保
護
の
範
囲
を
超
え
る

預
金
等
、
例
え
ば
、
定
期
預
金
や
利

息
の
つ
く
普
通
預
金
の
う
ち
、
預
金

者
一
人
当
た
り
一
千
万
円
を
超
え
る

部
分
に
つ
い
て
は
、
一
部
カ
ッ
ト
を

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
ど
の
程
度
の
金
額
を
カ
ッ
ト
さ
れ

る
か
は
、
破
綻
金
融
機
関
の
資
産
の

処
分
・
回
収
な
ど
の
状
況
に
応
じ
て
、

裁
判
所
の
関
与
の
も
と
で
決
め
ら
れ

ま
す
が
、
決
し
て
全
額
が
戻
っ
て
こ

な
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

保
護
の
範
囲
を
超
え
る
預
金
等
に
関

す
る
具
体
的
な
対
応
策
と
し
て
は
、

①
預
金
者
か
ら
の
相
殺
、
②
預
金
等

債
権
の
買
取
り
が
あ
り
ま
す
。

①
　預
金
者
か
ら
の
相
殺

　
預
金
者
が
破
綻
し
た
金
融
機
関
か

ら
借
入
を
し
て
い
る
場
合
に
は
、
預

金
と
借
入
金
を
相
殺
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
決
済
用
預
金
で
は
な
い

普
通
預
金
を
二
千
万
円
持
っ
て
い
る

預
金
者
が
、
同
じ
金
融
機
関
か
ら
一

千
万
円
の
借
入
を
行
っ
て
い
た
と
し

ま
す
。

　
こ
の
場
合
、
相
殺
を
し
な
い
と
、

預
金
の
う
ち
一
千
万
円
は
保
護
さ
れ

ま
す
が
、
一
千
万
円
を
超
え
る
部
分

で
あ
る
一
千
万
円
は
一
部
カ
ッ
ト
さ

れ
た
上
、
借
入
金
一
千
万
円
の
返
済

が
残
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
、
保
護
対
象
外
の
預

金
の
一
千
万
円
と
借
入
金
一
千
万
円

を
相
殺
す
れ
ば
、
預
金
と
借
入
金
が

と
も
に
消
滅
し
、
借
入
金
の
返
済
は

不
要
に
な
り
ま
す
。
こ
の
結
果
、
預

金
一
千
万
円
部
分
の
一
部
カ
ッ
ト
を

免
れ
た
の
と
同
じ
効
果
が
得
ら
れ
ま

す
。

　
相
殺
は
、
預
金
者
が
破
綻
後
に
破

綻
金
融
機
関
に
対
し
て
手
続
を
す
る

こ
と
が
必
要
で
、
自
動
的
に
行
わ
れ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

手
続
の
案
内
等
に
つ
い
て
は
、
破
綻

発
生
時
の
広
報
活
動
を
通
じ
、
預
金

者
に
知
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
な
お
、
預
金
等
債
権
の
買
取
り
を

受
け
た
預
金
は
、
相
殺
を
行
う
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の

前
に
相
殺
の
手
続
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

②
　預
金
等
債
権
の
買
取
り

　
保
険
の
対
象
と
な
る
預
金
等
の
う

ち
決
済
用
預
金
以
外
の
預
金
等
で
元

本
一
千
万
円
を
超
え
る
部
分
は
、
破

綻
金
融
機
関
の
資
産
の
処
分
・
回
収

な
ど
の
状
況
に
応
じ
て
支
払
わ
れ
る

た
め
、
一
部
カ
ッ
ト
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
カ
ッ
ト
率
は
、
裁
判
所
の
関

与
の
も
と
で
決
め
ら
れ
ま
す
が
、
そ

う
し
た
法
的
倒
産
手
続
が
終
わ
る
ま

で
に
は
相
当
な
期
間
を
要
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
を
待
た
ず
に
、
預
金

保
険
機
構
が
カ
ッ
ト
率
を
予
想
し
、

そ
れ
を
考
慮
し
て
決
定
し
た
一
定
の

率
（
概
算
払
率
）
を
対
象
預
金
に
乗

じ
た
金
額
に
よ
り
買
取
る
形
で
概
算

額
を
預
金
者
に
支
払
う
制
度
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
を
「
概
算
払
」
と
い
い

ま
す
。

　
こ
の
制
度
を
利
用
す
れ
ば
、
預
金

者
は
、
弁
済
金
・
配
当
金
の
受
取
り

を
待
た
ず
に
、
一
部
カ
ッ
ト
さ
れ
る

可
能
性
の
あ
る
預
金
を
早
期
に
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
外
貨
預
金
も
概
算
払
の
対

象
に
な
り
ま
す
。

　
概
算
払
額
（
預
金
者
が
受
け
取
る

こ
と
の
で
き
る
金
額
）
＝
対
象
預
金

の
う
ち
元
本
一
千
万
円
を
超
え
る
部

分
及
び
外
貨
預
金
と
こ
れ
ら
に
係
る

利
息
な
ど
×
預
金
保
険
機
構
が
決
定

し
た
概
算
払
率

　
ま
た
、
裁
判
所
の
関
与
の
も
と
で

正
式
に
決
め
ら
れ
た
回
収
予
定
額
が
、

概
算
払
額
等
を
上
回
る
場
合
に
は
、

そ
の
金
額
が
後
日
預
金
者
に
追
加
的

に
支
払
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
「
精
算

払
」
と
い
い
ま
す
。

４
　
実
例

　
二
〇
一
〇
年
に
は
日
本
振
興
銀
行

が
破
綻
し
、
ペ
イ
オ
フ
が
日
本
で
初

め
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
保
護
対
象

以
外
の
払
い
戻
し
は
一
律
五
八
％
で
、

最
終
の
弁
済
率
が
確
定
す
る
ま
で
に
、

四
年
間
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
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個
人
が
、
住
宅
の
新
築
や
購
入
又

は
増
改
築
等
を
行
っ
た
場
合
、
一
定

の
要
件
を
満
た
す
時
に
は
、
五
種
類

あ
る
税
額
控
除
の
い
ず
れ
か
を
適
用

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
居
住
の
用
に

供
し
た
年
分
以
後
の
各
年
分
の
所
得

税
額
か
ら
一
定
金
額
を
控
除
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
ど
の
税
額
控
除
を
適
用

す
る
か
判
断
が
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
の
で
、
今
回
、
ポ
イ
ン
ト
を

整
理
し
て
み
ま
す
。

１
　
税
額
控
除
の
種
類

　
個
人
が
住
宅
に
資
金
を
投
入
し
た

場
合
に
適
用
で
き
る
税
額
控
除
に
は
、

次
の
五
種
類
が
あ
り
ま
す（
図
表
１
）。

※
「
ロ
ー
ン
型
」
と
「
自
己
資
金
型
」

の
違
い
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
　
ロ
ー
ン
型

・
一
定
の
借
入
金
等
を
利
用
し
て
い

る
場
合
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
な
お
、
そ
の
償
還
期
間
又
は

賦
払
期
間
が
十
年
（
B
は
五
年
）

以
上
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

・
各
年
の
年
末
時
点
で
の
借
入
金
等

の
残
高
の
合
計
額
に
一
定
割
合
を

乗
じ
て
算
出
し
た
金
額
を
原
則
と

し
て
十
年
間
（
B
は
五
年
間
）
、

そ
の
年
分
の
所
得
税
額
か
ら
差
し

引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

泫
　
借
入
金
の
借
換
え
や
繰
上
返
済

を
行
う
こ
と
に
よ
り
税
額
控
除
の

適
用
要
件
を
満
た
さ
な
く
な
り
、

そ
の
後
の
年
に
お
い
て
税
額
控
除

を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

②
　
自
己
資
金
型

・
借
入
金
の
利
用
の
有
無
は
問
わ
れ

ま
せ
ん
。

・
そ
れ
ぞ
れ
の
税
額
控
除
に
応
じ
た

計
算
方
法
に
沿
っ
て
算
出
し
た
金

額
を
原
則
と
し
て
居
住
の
用
に
供

し
た
年
（
住
宅
耐
震
改
修
特
別
控

除
の
適
用
を
受
け
る
場
合
は
、
改

修
を
行
っ
た
年
）
に
限
り
、
そ
の

年
分
の
所
得
税
額
か
ら
差
し
引
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
　
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
に
つ

い
て
は
、
別
途
、
特
例
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

※
認
定
住
宅

　
認
定
住
宅
と
は
、
次
の
①
か
ら
③

の
住
宅
の
こ
と
で
す
。

①
　
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進

に
関
す
る
法
律
に
定
め
る
認
定
長

期
優
良
住
宅

②
　
都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関

す
る
法
律
に
定
め
る
低
炭
素
建
築

物
③
　
都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関

す
る
法
律
に
定
め
る
②
と
み
な
さ

れ
る
特
定
建
築
物

２
　
住
宅
の
取
得
等
に
係
る 

税
額
控
除
の
判
定
表

　
住
宅
の
新
築
や
購
入
を
し
た
場
合

は
、「
図
表
２
」
を
、
住
宅
の
増
改
築

等
を
し
た
場
合
は
「
図
表
３
」
を
参

照
し
、
対
象
と
な
る
税
額
控
除
を
確

認
し
て
下
さ
い
。

　
な
お
、
複
数
の
税
額
控
除
か
ら
一

つ
を
選
択
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す

が
、
い
ず
れ
の
税
額
控
除
が
有
利
と

な
る
か
は
、
毎
年
の
所
得
金
額
や
借

図表１　税額控除の種類
税額控除 控除を受けられる場合

ロ
ー
ン
型（
※
）

A 住宅借入金等特別控除 住宅の新築や購入をした場合
住宅の増改築等をした場合

B 特定増改築等住宅借入金等特
別控除

住宅のバリアフリー改修工事をした場合
住宅の省エネ改修工事をした場合
住宅の多世帯同居改修工事をした場合
住宅の耐久性向上改修工事をした場合

自
己
資
金
型（
※
）

C 住宅耐震改修特別控除 住宅の耐震改修工事をした場合

D 住宅特定改修特別税額控除

住宅のバリアフリー改修工事をした場合
住宅の省エネ改修工事をした場合
住宅の多世帯同居改修工事をした場合
住宅の耐久性向上改修工事をした場合

E 認定住宅新築等特別税額控除 認定住宅※を新築した場合
新築の認定住宅※を購入した場合

　住
宅
の

　
　取
得
等
に
係
る

　
　税
額
控
除
の
整
理
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入
金
等
の
年
末
残
高
な
ど
に
よ
り
異

な
り
ま
す
。
ま
た
、
一
度
確
定
申
告

で
選
択
し
た
税
額
控
除
は
、そ
の
後
、

更
正
の
請
求
や
修
正
申
告
に
よ
り
変

更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

３
　
控
除
額

A
　
借
入
金
等
の
年
末
残
高
の
合
計

額
×
一
％
＝
税
額
控
除
で
き
る
金

額
B
　
特
定
増
改
築
に
係
る
借
入
金
等

の
年
末
残
高
の
合
計
額
ａ
×
二
％

＋
（
増
改
築
等
に
係
る
借
入
金
等

の
年
末
残
高
の
合
計
額

－

ａ
）
×

一
％
＝
税
額
控
除
で
き
る
金
額

C
　
住
宅
耐
震
改
修
工
事
の
標
準
的

な
費
用
の
額
※
（
単
位
当
た
り
の

標
準
的
な
工
事
費
用
の
額
×
床
面

積
等
）
×
一
〇
％
＝
税
額
控
除
で

き
る
金
額

D
　
特
定
改
修
工
事
の
標
準
的
な
費

用
の
額
×
一
〇
％
＝
税
額
控
除
で

き
る
金
額

E
　
認
定
住
宅
の
構
造
及
び
設
備
に

係
る
標
準
的
な
費
用
の
額
（
四
万

三
、八
〇
〇
円
×
認
定
住
宅
の
床

面
積
）
×
一
〇
％
＝
税
額
控
除
で

き
る
金
額

４
　
そ
の
他

　
各
制
度
の
詳
細
及
び
要
件
に
つ
い

て
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
そ

れ
ぞ
れ
の
税
額
控
除
ご
と
に
説
明
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

図表 2　住宅の新築や購入をした場合

図表 3　住宅の増改築等をした場合

【住宅借入金等】 【住宅の種類】 【対象となる税額控除】

【住宅借入金等】 【工事の種類】 【対象となる税額控除】

AとEのいずれかを選択
A
A
E
適用なし
※一定の要件があります

A B Dのいずれかを選択
A B Dのいずれかを選択
B Dのいずれかを選択
B Dのいずれかを選択
A及び C
Aのみ

Dのみ
Dのみ
Dのみ
Dのみ
Cのみ
適用なし

認定住宅である

認定住宅以外である
新築
中古※

認定住宅である

借入金等がある

借入金等がない

借入金等がある

借入金等がない

認定住宅以外である

バリアフリー改修工事
省エネ改修工事
多世帯同居改修工事
耐久性向上改修工事
住宅耐震改修工事
上記以外

バリアフリー改修工事
省エネ改修工事
多世帯同居改修工事
耐久性向上改修工事
住宅耐震改修工事
上記以外

※　住宅耐震改修工事の標準的な費用の額

改修工事内容 単位当たりの金額
（円） 単位

① 木造住宅の基礎に係る耐震改修 15,900 建築面積（単位㎡）
② 木造住宅の壁に係る耐震改修 23,400 床面積（単位㎡）
③ 木造住宅の屋根に係る耐震改修 20,200 施工面積（単位㎡）

④ ①、②、③以外の木造住宅に係
る耐震改修 34,700 床面積（単位㎡）

⑤ 木造住宅以外の住宅の壁に係る
耐震改修 78,000 床面積（単位㎡）

⑥ 木造住宅以外の住宅の柱に係る
耐震改修 2,552,000 耐震改修の箇所数

⑦ ⑤、⑥以外に係る耐震改修 267,600 床面積（単位㎡）
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就
業
促
進
お
よ
び
雇
用
継
続
を
通

じ
た
職
業
の
安
定
を
図
る
た
め
、
雇

用
保
険
法
等
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し

た（
施
行
日
は
内
容
に
よ
り
異
な
り
、

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
以
降
に
順

次
実
施
。
本
文
中
の
各
項
目
末
尾
に

表
示
し
ま
す
）。

　
今
回
の
改
正
で
は
、
失
業
等
給
付

の
拡
充
、育
児
休
業
制
度
の
見
直
し
、

職
業
紹
介
の
機
能
強
化
、
求
人
情
報

等
の
適
正
化
な
ど
が
講
じ
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ら
の
う
ち
主
な
も
の
を

ご
案
内
し
ま
す
。

一

　失
業
等
給
付
（
雇
用
保
険
法
）

㈠

　基
本
手
当
の
拡
充

　「
基
本
手
当
」
は
、
雇
用
保
険
の

被
保
険
者
が
失
業
し
、
求
職
活
動
を

し
て
い
る
間
に
、
雇
用
保
険
制
度
よ

り
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
在
職
中
の
賃
金
額
に
基
づ
い
て
基

本
手
当
の
一
日
あ
た
り
の
額
が
算
出

さ
れ
、
被
保
険
者
で
あ
っ
た
期
間
の

長
さ
や
離
職
理
由
等
に
よ
り
給
付
さ

れ
る
日
数
（「
所
定
給
付
日
数
」
と

い
い
、
九
十
日
か
ら
三
百
六
十
日
の

範
囲
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
）
や
受

給
期
間
の
長
さ
が
決
ま
り
ま
す
。

　
な
お
、
基
本
手
当
は
、
退
職
後
に

所
定
給
付
日
数
分
が
ま
と
め
て
支
給

さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
四
週
間
ご
と

に
設
け
ら
れ
た
失
業
認
定
日
に
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
に
行
き
、
直
近
の
期
間
の

う
ち
失
業
し
て
い
た
と
認
め
ら
れ
た

日
数
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
早
期
に
再
就
職
を
し
た
場
合
は
、

所
定
給
付
日
数
の
す
べ
て
を
受
給
し

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
一
定
要

件
を
満
た
す
場
合
は
支
給
残
日
数
に

応
じ
た
「
再
就
職
手
当
」
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

　
基
本
手
当
は
、
次
の
拡
充
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

①
　
平
成
二
十
八
年
三
月
ま
で
は
リ

ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
（
平
成
二
十
年

秋
）
を
契
機
と
し
た
雇
用
情
勢
の

悪
化
を
受
け
、
暫
定
措
置
と
し
て

所
定
給
付
日
数
の
延
長
等
が
講
じ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
　
こ
の
措
置
を
終
了
す
る
一
方
で
、

雇
用
情
勢
が
悪
い
地
域
に
居
住
す

る
者
の
所
定
給
付
日
数
を
六
十
日

延
長
す
る
暫
定
措
置
が
五
年
間
実

施
さ
れ
ま
す
。

　
　
ま
た
、
災
害
に
よ
り
離
職
し
た

者
の
所
定
給
付
日
数
を
原
則
六
十

日
（
最
大
百
二
十
日
）
延
長
で
き

る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。【
平
成

二
十
九
年
四
月
施
行
】

②
　
雇
止
め
に
よ
り
離
職
し
た
有
期

雇
用
労
働
者
の
所
定
給
付
日
数
を
、

倒
産
・
解
雇
等
に
よ
り
離
職
し
た

者
と
同
程
度
に
す
る
暫
定
措
置
が

五
年
間
実
施
さ
れ
ま
す
。【
平
成

二
十
九
年
四
月
施
行
】

③
　
倒
産
・
解
雇
等
に
よ
り
離
職
し

た
三
十
〜
四
十
五
歳
未
満
の
者
の

所
定
給
付
日
数
が
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　
　
こ
れ
は
、
基
本
手
当
の
所
定
給

付
日
数
を
受
け
終
わ
る
ま
で
の
間

の
就
職
率
が
低
い
年
齢
層
を
対
象

と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
　
在
職
中
の
被
保
険
者
で
あ
っ
た

期
間
が
一
年
以
上
五
年
未
満
の
者

の
う
ち
、
三
十
〜
三
十
五
歳
未
満

の
者
は
百
二
十
日
（
従
来
は
九
十

日
）、
三
十
五
歳
以
上
四
十
五
歳

未
満
の
者
は
百
五
十
日
（
従
来
は

九
十
日
）
と
な
り
ま
し
た
。【
平

成
二
十
九
年
四
月
施
行
】

④
　
近
年
、
最
低
賃
金
が
引
き
上
げ

ら
れ
た
結
果
、
基
本
手
当
の
一
日

あ
た
り
の
額
を
求
め
る
際
に
用
い

る
「
賃
金
日
額
※
」
の
下
限
が
最

低
賃
金
を
下
回
る
状
況
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
直
近
の

賃
金
分
布
等
を
基
に
し
て
賃
金
日

額
の
上
限
額
・
下
限
額
等
の
引
上

げ
が
行
わ
れ
ま
す
。【
平
成
二
十
九

年
八
月
施
行
】

※
賃
金
日
額
…
離
職
直
前
の
六
か
月

間
の
賃
金
を
百
八
十
で
除
し
た
金

額
。
上
限
額
・
下
限
額
が
定
め
ら

れ
て
お
り
、
算
出
し
た
賃
金
日
額

が
下
限
額
を
下
回
る
と
き
は
、
下

限
額
を
基
に
し
て
基
本
手
当
の
一

日
あ
た
り
の
額
を
求
め
ま
す
。

㈡

　教
育
訓
練
給
付
の
拡
充

　
在
職
者
の
中
長
期
的
な
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
を
支
援
す
る
た
め
、
専
門
実

践
教
育
訓
練
給
付
※
に
よ
る
支
援
強

化
が
行
わ
れ
ま
す
。

※
　
訓
練
期
間
が
長
く
、
専
門
性
が

高
い
も
の
が
対
象
と
さ
れ
、
業
務

独
占
資
格
（
看
護
師
等
）、
専
門

職
学
位
課
程
（
Ｍ
Ｂ
Ａ
等
）
な
ど

が
該
当
し
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
専
門
実
践
教
育
訓

練
給
付
の
給
付
率
が
次
の
よ
う
に
拡

充
さ
れ
ま
す
。

・
　
訓
練
に
要
し
た
費
用
（
入
学
料

＋
受
講
料
）
の
五
〇
％
（
従
来
は

四
〇
％
）
を
支
給

雇
用
保
険
法
等
の
改
正

雇
用
保
険
法
等
の
改
正



7─７月号

・
　
専
門
実
践
教
育
訓
練
の
修
了
後

一
年
以
内
に
、
目
標
と
し
て
設
定

し
た
資
格
を
取
得
等
し
、
雇
用
保

険
の
被
保
険
者
と
な
る
就
職
を
し

た
場
合
は
、
さ
ら
に
二
〇
％
（
変

更
な
し
）
を
支
給

　
そ
の
結
果
、
合
計
す
る
と
訓
練
に

要
し
た
費
用
の
七
〇
％
（
従
来
は
六

〇
％
）
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
年
間
あ
た

り
の
上
限
額
は
五
十
六
万
円
（
従
来

は
四
十
八
万
円
）に
拡
充
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
三
十
年
度
ま
で
の
暫

定
措
置
と
し
て
、
四
十
五
歳
未
満
の

離
職
者
に
対
し
て
は
、
受
講
期
間
中

に
基
本
手
当
の
五
〇
％
相
当
額
を
教

育
訓
練
支
援
給
付
金
と
し
て
支
給
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
措
置
は
平
成
三
十
三
年
度
ま
で
延

長
さ
れ
、
か
つ
、
支
給
率
は
基
本
手

当
の
八
〇
％
相
当
額
へ
と
拡
充
さ
れ

ま
す
。【
平
成
三
十
年
一
月
施
行
】

㈢

　移
転
費

　
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
等
を
希
望
す
る
者

を
支
援
し
、
広
域
的
な
職
業
紹
介
等

を
促
進
す
る
た
め
移
転
費
の
支
給
対

象
が
追
加
さ
れ
ま
す
。
従
来
は
、「
公

共
職
業
安
定
所
」
が
紹
介
し
た
職
業

に
就
職
す
る
等
の
た
め
、
住
所
又
は

居
所
を
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
者
に
、

交
通
費
、
移
転
費
等
を
支
給
し
て
い

ま
し
た
。

　
今
後
は
、「
職
業
紹
介
事
業
者
（
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連
携
に
適
さ
な
い

も
の
は
除
く
）」
等
の
紹
介
に
よ
り

就
職
す
る
者
に
つ
い
て
も
、
移
転
費

の
支
給
対
象
と
さ
れ
ま
す
。【
平
成

三
十
年
一
月
施
行
】

二

　育
児
休
業
制
度
（
育
児
・
介
護

休
業
法
、
雇
用
保
険
法
）

　
育
児
休
業
期
間
は
、
原
則
と
し
て

子
が
一
歳
に
達
す
る
ま
で
と
さ
れ
、

保
育
所
に
入
れ
な
い
等
の
場
合
に
、

例
外
的
に
子
が
一
歳
六
か
月
に
達
す

る
ま
で
延
長
で
き
ま
す
（
現
行
）。

　
認
可
保
育
所
に
入
れ
な
い
等
の
理

由
で
や
む
な
く
離
職
す
る
な
ど
、
雇

用
継
続
に
支
障
が
出
る
事
態
を
防
ぐ

た
め
、
一
歳
六
か
月
に
達
し
た
時
点

で
認
可
保
育
所
に
入
れ
な
い
等
の
場

合
は
、
再
度
の
申
請
に
よ
り
、
子
が

「
二
歳
」
に
達
す
る
ま
で
育
児
休
業
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
（
育

児
・
介
護
休
業
法
）。

　
こ
れ
に
伴
い
、
雇
用
保
険
制
度
か

ら
支
給
さ
れ
る
育
児
休
業
給
付
に
つ

い
て
も
支
給
期
間
が
延
長
さ
れ
、
子

が
二
歳
に
達
す
る
ま
で
支
給
さ
れ
ま

す
。【
平
成
二
十
九
年
十
月
施
行
】

三

　職
業
紹
介
等
（
職
業
安
定
法
）

　
職
業
紹
介
の
機
能
強
化
お
よ
び
求

人
情
報
等
の
適
正
化
が
行
わ
れ
ま
す
。

①
　
求
人
の
不
受
理

　
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
職
業
紹
介
事

業
者
等
の
全
て
の
求
人
を
対
象
※

に
、
一
定
の
労
働
関
係
法
令
違
反

を
繰
り
返
す
求
人
者
等
の
求
人
を

受
理
し
な
い
こ
と
が
可
能
と
さ
れ

ま
す
。【
法
の
公
布
日
（
平
成
二

十
九
年
三
月
末
）
か
ら
三
年
以
内

に
施
行
】

※
　
現
行
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
け

る
新
卒
者
向
け
求
人
の
み
が
不
受

理
の
対
象
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
　
紹
介
実
績
等
の
情
報
提
供

　
　
職
業
紹
介
事
業
者
に
、
就
職
者

の
数
、
就
職
者
の
う
ち
早
期
に
離

職
し
た
者
の
数
、
手
数
料
に
関
す

る
事
項
（
手
数
料
表
、
返
戻
金
制

度
等
）
な
ど
の
情
報
提
供
（
厚
生

労
働
省
の
「
人
材
サ
ー
ビ
ス
総
合

サ
イ
ト
」
に
掲
載
す
る
こ
と
等
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
）
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
す
。【
平
成
三
十
年
一

月
施
行
】

③
　
虚
偽
求
人
へ
の
対
応

　
　
求
人
者
が
虚
偽
の
求
人
申
込
み

を
行
っ
た
場
合
に
罰
則
（
六
月
以

下
の
懲
役
ま
た
は
三
十
万
円
以
下

の
罰
金
）
の
対
象
と
す
る
こ
と
、

ま
た
、
勧
告
（
従
わ
な
い
場
合
は

社
名
等
の
公
表
）
な
ど
指
導
監
督

の
規
定
の
整
備
が
行
わ
れ
ま
す
。

【
平
成
三
十
年
一
月
施
行
】

④
　
労
働
契
約
締
結
前
の
労
働
条
件

明
示

　
　
求
人
者
が
職
業
紹
介
・
募
集
広

告
で
示
し
た
も
の
と
異
な
る
内
容

で
労
働
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す

る
場
合
は
、
労
働
契
約
を
締
結
す

る
前
に
新
た
な
労
働
条
件
を
明
示

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

【
平
成
三
十
年
一
月
施
行
】

　
今
回
は
、
被
保
険
者
や
退
職
者
が

受
け
る
給
付
、
企
業
に
実
施
が
義
務

付
け
ら
れ
る
事
項
を
重
点
的
に
取
り

上
げ
ま
し
た
が
、
そ
の
他
に
雇
用
保

険
率
の
引
下
げ
、
求
人
情
報
サ
イ
ト

や
求
人
情
報
誌
等
に
対
す
る
募
集
情

報
の
適
正
化
等
に
向
け
て
の
措
置（
努

力
義
務
規
定
）、
育
児
・
介
護
休
業

制
度
等
を
労
働
者
に
周
知
す
る
こ
と

（
努
力
義
務
規
定
）
な
ど
、
各
種
の
改

正
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
、
厚
生
労
働
省
や
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
等
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。



　森永乳業の実験によると、アイスクリー
ムを食べることにより、脳に対して様々な
良い結果をもたらすことがわかりました。
そこで「朝アイス」をはじめてみませんか？
お薦めする理由として下記の効果が得られ
るからです。
①　リラックス＋すっきり感が得られる
　一口大のチョココーティングしたバニラ
アイスクリームを摂取した直後に脳波測定
を実施したところ、同量の比較対象物であ
るかき氷状の氷に比べて高い周波数帯で、
α波の数値が大きくなることがわかりまし
た。つまり、アイスクリームの摂取により
リラックス効果が高まり、それと同時にす
っきり感である覚醒度も得られることがわ
かったのです。
②　頭の回転が速くなる
　実験によると、アイスクリームはリラッ
クスをしている時には脳がα波を出してさ

らにリラックス効果を高めるだけでなく、
脳を活性化させたいときには脳の情報処理
機能を増進させるという結果も出ています。
　朝にアイスクリームを食べることで頭の
回転が速まるということです。
③　イライラした気持ちがおさまる
　脳波測定の前後に、心理状態の変化を明
らかにする「ＶＡＳ」という調査も行われ
ました。その結果、イライラ感の項目で、
氷と比べアイスクリームの方が軽減する傾
向がみられました。つまり、アイスクリー
ムでイライラ感を鎮めることができるよう
です。

　「朝は弱くてなかなか起きられない」と
いう方も、「アイスクリームを食べよう！」
と思えば意外とすんなり起きられるといっ
たような、目覚め効果も期待できるかもし
れません。
　朝アイスでリラックスし、頭の回転を速
く、イライラした気持ちを抑えて出社して
みませんか？

朝アイス

　会社員の場合、仕事で毎日履く方も多い
革靴。皆さんお手入れはどのようにされて
いますか？
　毎日忙しく、なかなかきちんとお手入れ
できない、という方も多いでしょうが、普
段から少しだけ手を入れてあげると、革靴
を美しく保ったまま長く履き続けることが
できます。
　家に帰ったら、まずは靴用ブラシで一日
の汚れを落としましょう。そしてきれいに
ブラッシングができたら、シューキーパー
を靴に入れて休ませます。
　普段のお手入れは以上です。５分もかか
らずできてしまいます。
　時間のある時には時々クリームを塗って
栄養を与えてあげましょう。
　ともすればおろそかになりがちな足元で
すが、美しく保たれた革靴を履いている方
は、男女問わずとても素敵です。ぜひ毎日
の小さな習慣にしてみませんか。

革靴のお手入れ　
旅
に
出
た
ら
、
ど
こ
に
行
く
か
、

何
を
す
る
か
。
お
い
し
い
も
の
も
食

べ
た
い
し
素
晴
ら
し
い
景
色
も
見
た

い
！
そ
ん
な
旅
の
楽
し
み
の
ひ
と
つ

に
、「
ど
ん
な
ホ
テ
ル
に
泊
ま
る
か
」

と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
、
コ

ン
セ
プ
ト
ル
ー
ム
が
話
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
部
屋
中
が
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
や
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
で
埋
め
尽
く
さ

れ
た
部
屋
。

　
外
国
か
ら
の
観
光
客
も
喜
び
そ
う

な
、
金
箔
が
散
り
ば
め
ら
れ
、
日
本

の
伝
統
を
感
じ
ら
れ
る
部
屋
。

　
ま
た
、
人
気
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ
ブ

ラ
ン
ド
や
化
粧
品
ブ
ラ
ン
ド
と
コ
ラ

ボ
し
た
部
屋
。

　
い
ず
れ
も
、
内
装
だ
け
で
な
く
小

物
や
食
器
に
至
る
ま
で
イ
メ
ー
ジ
が

統
一
さ
れ
、
そ
の
世
界
に
心
ゆ
く
ま

で
浸
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ど
ん
な
部
屋
に
泊
ま
っ
て
み
た
い

で
す
か
？

コ
ン
セ
プ
ト
ル
ー
ム
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